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The Hose and Ogawatuetui landslides occurred coincidentally in 1892 due to heavy rainfall along the upper reaches 
of the Kaifu River, Tokushima, Japan. The area is underlain by a steeply dipping coherent formation with many 
faults that belong to the Shimanto Belt where deep-seated catastrophic landslides (DCLs) frequently occur due to 
heavy rainfall and large trench-type earthquakes. This paper intends to clarify the geological and geomorphological 
causes of both landslides and investigate the susceptibility to similar landslides in the vicinity of the study area by 
using the identified causes weighted by the AHP method. As a result, the following main causes were detected: a 
relative height of 250m or greater (500-m-diameter analysis windows); knickpoints and slope breaks at altitudes 
between 90 and 150 m a. s. l.; competent massive sandstone and thick bedded sandstone with open fractures lie on 
the upper slope and incompetent thin alternating fine sandstone and shale beds with high deformability and low 
permeability lie on the lower slope. Several slopes located in the upper Kaifu River watershed were found to be 
susceptible to DCLs.  
 

１．はじめに 

保瀬の崩壊は，明治 25 年（1892 年）に徳島県

海陽町の海部川上流域において豪雨により発生し

た巨大崩壊である．この崩壊により高さ約 130ｍ

の天然ダムが形成され，翌日に破堤して海部川の

下流域に甚大な被害を与えた．保瀬の崩壊発生地

点から約 6km 下流の海部川右岸でも小川杖追の崩

壊が発生し海部川を堰き止めた．これらの崩壊が

発生した場所は，四万十帯に位置する． 

 保瀬の崩壊について寺戸（1975）が論文中で取

り上げているが崩壊の地質・地形学的発生場に関

する詳細な記載はない．そこで，本論文では保瀬

の崩壊と小川杖追の崩壊の地質・地形学的発生条

件を明らかにするとともに，この条件を利用して，

今後も同様な崩壊が周辺地域で発生する可能性が

あるのか，その場所はどこなのかについて検討を

行った． 

２．地形．地質概要 

 研究対象とした海部川上流域には，最上流部に

標高 1000m 以上の山稜が分布し，南東に向かいそ

の標高が漸減する．地質は，四万十帯付加コンプ

レックスの北帯に属し，混在岩が卓越するメラン

ジユニット（谷山ユニット，牟岐ユニット）と，

整然層が卓越する整然相ユニット（日和佐ユニッ

ト）が覆瓦構造をなし，北側のユニットほど付加

年代が古い（公文, 1981; 君波ら, 1998; 石田ら, 

1998; 原ら 2014，2020）．これらのユニットは東

北東―西南西走向で北または南に急傾斜した地質

構造を持つ．これを反映して山稜は東北東―西南

西方向に配列する傾向が顕著である．水系も東北

東―西南西方向に流下するものと，これに高角を

なし南南東に流下する河川系からなる．海部川と

その支流の一部（小川谷川，相川中下流）は穿入

蛇行が卓越する河川である．海部川流域を含む四

国山地東部は日本でも降水量の多い地域に相当し，

年平均降水量は 3000mm以上に達する． 

３．方法 

保瀬の崩壊が発生した海部川上流域を対象とし

て，以下の３つの研究を行った． 

①高密度地形データによる崩壊地形，海部川流域

の地形解析 

②崩壊地周辺の地質構造や断層分布を明らかにす

るための詳細地質調査 

 航空レーザ測量により得られた高密度 DEM によ

り地形解析を行った．地形解析では QGIS 

Ver.3.22.6 ， ArcMap Ver.10.8.2 ， ArcScene 

Ver10.8.2 (ESRI 社)を併用した． 

 地形解析では，1892年に発生した崩壊を特定す



るとともに，その他の崩壊地形や重力変形斜面を

抽出した．また，寺戸（1986）を参考として「新

しい崩壊」と「古い崩壊」に大まかに２分類した．

新しい崩壊は，形成時期が史実や伝承として残っ

ているもので数百年以内のもの，崩壊崖や側方崖

の輪郭が相対的にシャープなもの，古い崩壊は，

これらの輪郭が不鮮明であり，一部が侵食されて

いるものとした．遷急点や遷急線，古地形面に相

当する緩斜面の分布を河床縦断面や傾斜量図から

抽出するとともに，海部川の主な支流の流域ごと

にヒプソメトリック曲線を求め，河川侵食作用の

流域特性を調べた． 

地質調査に当たっては，付加体に特徴的な岩相

（整然相，破断相，混在相）や構造層序ユニット，

断層に着目して調査を実施した．  

４．結果 

1892 年に豪雨を誘因として発生した保瀬の崩

壊の地質，地形学的要因を調べた結果，以下の点

が明らかになった． 

地質学的要因として，崩壊が発生した斜面は日

和佐ユニットに属する整然相からなり，斜面上半

部は厚層砂岩，塊状砂岩が分布し，斜面下半部は

砂岩と頁岩の細互層が分布し，これらの層理面は

走向が東西走向で鉛直に近い傾斜角を示すものが

多い．小川杖追の崩壊では，粘土質破砕帯を伴う

スラストが横断していた． 

地形学的要因として，崩壊発生斜面は海部川上

流域の比高 250m 以上の山稜が分布する地域に位

置し，海部川の最下位のニックポイントの直下流

で穿入蛇行河川の攻撃斜面に位置し，河川侵食が

活発なエリアに相当することが判明した．また，

保瀬の崩壊の東側の斜面中には数段のステップ状

の地形が認められる．これらの微地形は，現地調

査結果から重力斜面変形により断層や岩相境界沿

いに岩盤が斜面下方に変形し，形成された地形の

可能性が大きいことがわかった． 

５．考察とまとめ 

侵食作用と岩盤の除荷，ゆるみ作用による重力

斜面変形により，高角の層理面や断層を有する岩

盤が河川側に傾倒し，砂岩中に開口亀裂が発達す

る．水理地質学的に，砂岩と頁岩の細互層は，厚

層砂岩や塊状砂岩にくらべて低透水性を有し，豪

雨時には地下水流を堰き止めて，砂岩中の割れ目

沿いの間隙水圧増大をもたらす．これが限界値を

こえると一挙に斜面全体が崩壊するものと推定さ

れる．  

前述した地質，地形条件を有し，重力斜面変形

による微地形が存在する斜面が，今後豪雨時に崩

壊する可能性が大きいと考えられる．このような

斜面を，詳細地質調査を行った範囲内から AHP 法

（Satty,1980）により抽出した結果，保瀬の崩壊

と隣接した東側斜面や上流域に崩壊発生危険斜面

が存在することがわかった． 

今後は，抽出された危険斜面の変状の有無を干

渉 SAR 解析やレーザ計測 UAV 等により面的に追跡

し，緊急度に応じて特定斜面のモニターリングを

行って斜面の動態を把握すれば，減災に寄与でき

ると期待される． 
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